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０． まとめ 
南部アフリカ地域では、2004/5 年の旱魃の影響によりメイズ生産が打撃を受け、特に Lesotho, 
Malawi, Mozambique, Swaziland, Zambia, Zimbabwe で１千万の人口が 811,000MT の人道的食糧援助
を必要としている。一方 South Africa, Angola, Tanzania では昨年より豊作であった。 
 
ザンビアでは 2004/5 年の雨季は 91/92 年以来の旱魃となり、特に南部州と東部州でメイズが大き
な被害を受けた。ザンビア政府は Disaster Management & Mitigation Unit/Office of the President が被
害を受けた地域への食糧援助を開始している。Zambia Vulnerability Assessment Committee (VAC)の
報告では、118,000MT の穀物を必要としている。 
 
Central Statistical Office と Food Security Research Project では毎年全土で Post Harvest Survey と
Supplementary survey を実施し、家計調査を行っている。今回の調査では今年の旱魃で影響を受け
た地域とその地域での PHS/SS の対象地域についての情報を関連省庁および現場から入手するこ
とを行った。具体的には 4 州、5 郡について SEA (standard enumeration area) のリストと地図を CSO
から入手した。 
 
1. Southern Porvince (Choma, Sinazongwe Districts) 
2. Eastern Province (Petauke District) 
3. Lusaka Province (Luangwa District: vulnerability assessment で highly vulnerable と評価されている
Zimbabwe, Mozambique 国境) 
4. Central Province (Kabwe District) 
 
レジリアンス・プロジェクトの調査対象地区としては 2004/5 年の旱魃被害地で CSO/FSRP の SEA
の情報がある近辺をターゲットにすることが可能性として考えられる。今回訪問できた SEA は
Sinazese, Sinamalima (Sinazongwe District), Minga (Petauke District)であった。 
 
１． 行動日程メモ 
８月１日（月）21:00 にカウンター前に集合（高速道の事故でＭＫが遅れる） 
出発ロビーの銀行は 22:30 まで、地下の Lawson は 22:00 以降も営業 
関空発(23:15 EK317) 
８月２日（火）ドバイ着(5:10) ドバイ発(9:55 EK763) ヨハネスブルグ着(16:15) 
       *空港内の薬局でマラリヤ薬(mefliam)を購入 16USD/box(6tablets） 
ヨハネスブルグ発 (18:10 SA68) ルサカ着(20:10) Juls Guest House 到着 (21:10) 
SA 航空のストのため梅津と佐伯を含む多くの乗客の荷物が不着。なぜか吉村さん 
の荷物だけ到着する。 
 ８月３日（水）ルサカ市内 
9:30 Dr. Mulenga が Chipata 行きを遅らせて Juls Guest House まで我々に会いに来てくれる。 
10:45 Manda Hill で換金（１USD＝4,630ZK） 
11:45 SA 航空オフィス(Intercontinental Hotel 2F)へ荷物の件で問い合わせに。 
12:30 Alliance Francaise で昼食 
14:05 Survey Department, Ministry of Lands (Mulungushi House)訪問、Mr. Mubanga は不在 
14:37 FAO Zambia Office の Library で Mr.Daka に資料のコピーを依頼 
15:25 Meteorology Department で気象データの情報収集 
16:55 Juls Guest House 夜空港へ荷物を取りに行くがまだ到着していなかった。 
 
８月４日（木）ルサカ市内 
9:00 Dr. Jones Govereh を Food Security Research Project Office (Rhodes Garden)に訪ね情報収集 
10:30 SA Office から再び空港へ行きようやく荷物を自力で発見（鍵のかかったコンテナ３台分
の荷物が山済みのままだった） 
11:55 Arcade で昼食と e-mail 
14:45 Murngushi House へ再度行くが Mr.Mubanga は不在。１１日に再訪することにする。 
15:15 Central Statistical Office/Sales and Dissemination Office で資料の購入、ここで紹介してもら
った Mr. Frank Kakungu (Head: Living Conditions), Mr. Sooka (Head of Agriculture)を訪ねる
があいにく不在。 
16:12 Arcade で給油（petrol: 5,420ZK/litre）, SPA で飲料水他の調達 
16:51 Juls 着 
 
８月５日（金）ルサカ～チョマ 
10:35 Juls 発 Ndola の精製所が故障のためディーゼルがザンビア全土で不足し予約していた
4x4 が使えなくなる。代わりにミニバスでようやく出発（乗り合いバスと同じタイプ） 
11:50 Kafue junction 
12:38 Mazabuka (Shopping Centre で昼食) 13:28 発 
14:00 Monze 
14:30 Pemba 
15:10 Choma-Provincial Agricultural Coordination Office を訪ね、Provincial Agricultural Coordonator 
(PACO)の Mr.Collins Nkatiko 氏から情報収集し、Sinazeze の Mr.George Munakango 氏を案
内人として紹介してもらう。Sinazongwe District の SEA(Standard Enumeration Area)がどこ
なのかを聞き出す。Choma Weather Station へも連絡して我々がスタッフに会える様手配
してくれる。ラジオ無線でどこにでもすぐ連絡が出来るのはすごい。Choma 市内には
Oxfam, World Vision 等 NGO の看板が目立つ。ここを拠点にして活動しているもよう。 
16:35 Choma から 10 km 離れた Weather Station を見学。降水量 850mm（平年）524mm (2004/5) 
17:30 Kozo Lodge 着(150,000ZK/night) 
 
８月６日（土）チョマ～カリバ湖畔～チョマ 
8:07 Kozo Lodge 発 
8:17 Choma で給油 (5724ZK/litre: 273,035KW) Batoka へ戻り舗装道をカリバ湖へ南下。 
9:28 Sinazese で Mr. George Munakango の自宅へ行き同乗してもらう。9:41 発 
10:08 Sinamalima 着 灌漑組合の事務所で情報収集後、カリバ湖岸へ。近年カリバ湖の水位低
下のため湖岸が２ｋｍ前進し、干上がった湖岸で野菜栽培が行われていた。 
11:10 Sinamalima 発 Sinazese へ戻る (11:38) 
11:50 Nkandabbwe irrigation scheme（鉱山で採掘中水脈に当たってしまい溜池になり鉱山は閉
鎖） 
12:45 Sinazongwe で昼食 
13:30 District Agricultural Coordinator (DACO)の Mr. George Samiaamba から情報収集 
 Sinazongwe の降水量は 950mm (2003/4), 251mm (2004/5) 
14:40 Zambeef の気象ステーションの情報を得るため見学（結局機能していないことが分かる） 
15:53 Zambeef 発 Sinazese を経由して 
17:29 Choma（給油）-Kozo Lodge 着 
 
８月７日（日）チョマ～リビングストン 
8:41 Kozo Lodge 発 
10:36 Livingstone 着 Wasawange Lodge (83USD/night) 
12:05 WaterFront で昼食 
14:30 Zimbabwe との国境 
20:00 Wasawange Lodge 
 
８月８日（月）リビングストン～ルサカ 
8:52 Wasawange Lodge 発 
Choma の PACO が言っていた Provincial Centre for GIS を探すが見つからず、Survey  
Department, Mr. Kabue が Cabinet Office に居ることが分かったが時間不足のため今回はあ
きらめる。 
9:48 Livingstone 発（給油） 
11:40 Choma-PACO を訪ね先週のお礼と報告をする。Southern Lodge で昼食 
13:25 Choma 発  
15:09 Mazabuka（給油） 
17:29 Lusaka-Arcade 
18:45 Juls 着 
 
８月９日（火）ルサカ～ぺタウケ～チパタ 
7:15 Juls 発 途中１２月と同じ場所、同じ理由で車を３０分止められるが通してもらう。 
10:25 Luangwa River; 途中ドライバーの免許証コピーが読めないためポリスに何度か止めら 
れる。Kacholola (11:17); Nyimba (11:30) 
12:16 Petauke junction-宿泊する予定だった（予約は入っていなかった）Nyika Motel で昼食 
13:20 Petauke-Weather Station を見学 
14:00 DACO を待つがなかなか来ないので Department of Agriculture の Mr. Friday Sikombe に合
い情報収集する。Petauke Districe の SEA がどこなのかを聞き出す。DACO の前に PACO
に会うことを勧められたので Chipata へ向かう。 
15:00 Petauke junction で給油 
16:08 Katete  
17:24 Chipata-Chipata Municipal Motel (50,000ZK/night) 
 
８月１０日（水）チパタ～ミンガ～ルサカ 
7:15 Chipata Motel 発 市内のマーケットを見学後、出発 (7:50) 
9:10 Katete（吉川さん調査地の Kaliza 村訪問は今回は時間不足のため断念） 
10:00  Petauke junction で給油 
10:15 Minga-幹線から 4km 離れた Minga Mission を訪ね情報収集 
11:43 Minga 発 
12:20 Niymba-Food Palace で昼食 
14:20 Luangwa bridge 
15:10 Rufunsa 
16:24 Chongwe 
16:55 Lusaka-Arcade で e-mail 
18:00 Juls 着 
 
８月１１日（木）ルサカ市内 
8:40 Juls 発 
8:55 梅 津 ― Central Statistical Office, 佐 伯 ― Meteorological Department, 吉 村 ― Survey 
Department の 3 ヶ所に分かれて情報収集。 
11:10 FAO で Mr.Daka に頼んでいた資料のコピーを受け取る 
11:40 Dong Fang Restaurant （東方飯店）で昼食 
13:30 Department of Geomatic Engineering, University of Zambia へ Mr.Mwanza を訪ねるが不在 
13:45 Institute of Social and Economic Research へ Mr. Mulenga を訪ねるが不在 
14:35 Department of Geomatic Engineering へ再度 Mr.Mwanza を訪ねるが不在 
15:00 Lusaka 市内で shopping 
16:27 Juls 着―夕方レンタカーと Guest House の支払い(USD) 
 
８月１２日（金）Juls 発(5:45) 空港着(6:10) ルサカ発(7:55 SA69) ヨハネスブルグ着(10:00)  
ヨハネスブルグ発(14:10 EK762) 
８月１３日（土）ドバイ着 (00:20)ドバイ発(2:50 EK316) 関空着(17:20) 
 
 
２． 聞き取り情報等 
 
Aug.3  Dr. Mulengaとのミーティング 
―Chipata を含む南部ではここ１０－１５年間、降水量が少ない 
―北部はインフラ整備が遅れており、低開発のままである。 
―Zambia の Agro-ecological Region (Region I<800mm; Region IIa, IIb 800-1000mm; RegionIII 
>1000mm) Region III の土地は鉄分不足の熱帯性土壌；  
―南部の Region II では商業的農業が行われている。Plateau ではタバコ栽培； Escarpment ではカ
リバダムの建設により移住が行われた。以前は２期作が行われていたが、食糧不足のため近年
casaba 等が栽培されている。畜産も条件的には厳しい地域である。Sorghum は１９７０年代に病
気の被害に会った。チョマでは土地不足が顕在している。多くの土地は商業的農業者が所有。農
民は土地を求めて中部州へ移住している。９３/９４年頃から移住が多くなった。また Zimbabwe
からも Zambia 南部へ移住する者が増えている。 
―Petauke は Region II であり、cotton, maize の産地。男性は conventional crop; 女性は food security
を担っていたが、近年この役割が弱まり food insecurity となっている。 
―Vulnerability Assessment は Min. of Agriculture/Meteorological Department 等 
―SADIC(Southern Africa Development Community)は Early Warning System にも関与（？） 
―Maize production の５０・６０年代の報告書は Elizabeth Colson によって書かれている。  
 
Aug. 3 ザンビア気象庁訪問（梅津、吉村、佐伯） 
Head office 
Zambia Meteorological Department 
Ministry of Communications and Transport 
 
CHIEF Mr. Jacob Nkomoki, Acting Deputy Director, Forecasting & Research Division 
 
応対して下さった研究者: 
Mr. Joseph Kanyanga, Acting Chief Meteorologist, Forecasting & Research Division 
 
データがほしい時には、欲しいパラメータ、期間、ステーションを決めてくること。できれば、
頼んでから数日間の期間をあけて取りにくること。 
保有データのリストは見せてくれなかった or 作っていないらしい。 
※ 気象ステーションは、全国で 63。南部では、Livingstone・Choma・Magoye など 4 つのステー
ションがオペレーショナル。また、ザンビアは、Z.A.B と S.L.M.(NITCZ)及び NLT(SITCZ)の気
候帯に囲まれているために降雨量で区分されるよう になる。気象ステーションでの観測項目は、
Cloud Cover/Temparature/Rain Fall/Evaporation/Valometer(AirPlesure)/Sunshine など 
 
Aug.11 気象庁再訪問 （佐伯。途中から吉村、梅津合流） 
Mr Kanyanga が office にいて、アポなしにも関わらず会うことができた。 
Met.データについて 
前日に書いた希望データの WORD ファイルを USB で渡す。Mr Kanyanga に WORD ファイルを書
き直される（添付ファイル”ZambiaMetData.doc”参照）。こちらの希望は、「全３６ステーションに
ついての可能な期間の monthly 降水量」であったが、「南ザンビア８ステーションのここ１０年の
annual 降水量」に書き直された（8 ステーション＝CHIPAT, CHOMA, KAFUE, LIVING, LUSAKA01, 
LUSAKA02, MAGOYE, MTMAKU, PETAUK）。FS の段階では、これで十分だろうとのこと（つま
り、もう一度来て買いなさいということか）。１０年間というのは、各ステーションのデータが
consistent だと言える（保証できる）期間とのこと。Mr Kanyanga、WORD ファイルをプリントア
ウトし、私がサイン、Mr Kanyanga も余白に何か書いていた。これをもって１階のコンピュータ
ルームへ。コンピュータルームの PC(Windows98)には、CD-R も USB インターフェイスもないの
で、持参のフロッピーディスクにコピーしてもらう。Mr Kanyanga がすぐにやってくれるよう指
示してくれた。今回担当してくださった方は、 
Computer Room / Mr. Boniface Mbewe, 
この方が言うには、直接 computer room に来てデータを注文してもよいとのこと。値段は bytes 換
算で決められる（添付資料”charges.doc”参照）。今回は、30,500KZ。現金払い。領収書は地球研の
用紙に書いてもらい、スタンプもちゃんと押してくれた。 
 
Early Warning Systemについて 
Mr Kanyangaに聞いてみる。 Ministry of Agriculture, Central Statistical Office, Disaster Management な
んとか, Met. Dep. の４つが、いろいろなデータを集めて、話し合い、warning を出す。機械的なシ
ステムというよりは、会議の方に重きがある。Mainly Human + (data & equipment)。 
※ Met. Dep.の担当者: Mr. Francis Banda, Acting Agro-Meteorologist is the departmental representative 
to the national early warning unit. 
 
Voluntaryなstationについて 
Met. Dep で運用している 36stations の他に、voluntary のステーションがある。測定は、ほぼ rainfall
だけ。これらのデータも Met. Dep に上がってくる。しかし、必要に応じてアドバイスをするだけ
で、Met. Dep のデータシステムには入れていない。主にハードコピー（紙）で保存している。 
 
Met.station LUSAKA01 見学 （梅津、吉村合流） 
２つある LUSAKA の station の１つ。Met. Dep の裏、Local 空港の脇にある。 
 
Met. Dep. Webサイト： http://www.weather.co.zw/index.cfm 
 
Aug 4  Dr. Jones Govereh とのミーティング（ＦＳＲＰ Office） 
―代表の Jan Nijhoff 氏が休暇中のため Dr. Jones Govereh 氏と会い、Food Security Research Project
の概要説明を受ける。Dr. Govereh は Zimbabwe 出身でＭＳＵ卒のエコノミスト。 
―Central Statistical Office（CSO）では Crop Forecast Survey と Post Harvest Survey を実施している。 
１．Crop Forecast Survey: 毎年４－６月実施、農産物生産量予測により政府が輸入・輸出のバラン
スシートを作成する資料とする。８０年代から行っている。 
２．Post Harvest Survey: 毎年１０月実施、ザンビア全土で 8000 世帯について、National/Provincial
のサーベイを行う。District level のデータは良くない。2000 年の PHS は新しいフレームワークで
行う。各 district に３－５の SEA(Standard Enumeration Area)を設定し、20 households(HH)/SEA を調
査する。 
例えば Southern Province には 30 の SEA があり、各 SEA が 20HH を持つ。SEA はある期間同じ場
所でも household は年によって違う。 
―supplemental survey：FSRP では CSO と一緒に CSO の Provincial HQ staff を enumerator(調査員)
としてCSOが毎年行っている Post Harvest Survey (PHS) 8000世帯のうち 2000年に実施した同じ世
帯 7500 世帯分の supplemental survey をザンビア全土で実施している。（実施年 2001, 2004） 
調査内容は post-crop, other non-farm income など。 
―CSO はデータ集めは行うが分析はあまり行っていない。 
―FSRP の年間予算は 3.5million USD/year でそのうち supplemental survey は 1 回 0.5millionUSD.（５
千万円程度）プロジェクトは 2007 年で終了するが、USAID の新しいプロジェクト
MATEP(Marketing & Trade Enhancement Project)に一部吸収される予定（2010 年まで） 
―2004/5 年の旱魃で南部州のメイズ生産が影響を受け、 85,000 トン不足している。Cotton, tobacco
はブームで生産量が伸びているが、メイズは作付面積が減少している。補助金が廃止され、農民
が作付けを多様化したためである。コンゴのメイズ需要は伸びているが、ザンビアが輸出を規制
するというちくはぐな政策がとられている。 
 
Aug 5  Mr. Collins Nkatiko (Provincial Agricultural Coordinator)からの情報 
―南部州のうち Siavonga, Gwembe, Sinazongwe, Kalomo Districts のカリバ湖岸は旱魃常習地帯であ
り、今年は 300-400mm しか雨が降らなかった。Region I に属する。 
―農民の Coping strategy として１．カリバ湖での漁業、２．援助に頼っている。畜産もあるが最
貧困層は家畜も所有していない。野生植物や NGO からの食糧に頼っている。 
―Sinazongwe には４ヶ所の SEA (Sinazese, Kafamira, Maamba, Malima)がある。 
―Gwembe は Region I (Valley)と Region II (Plateau)が含まれる。Valley の土壌は肥沃だが、plateau
では疲弊している。 
―近年カリバ湖の水位が低下し湖岸が 2 km 後退している。 
―Provincial Centre for GIS が Livingstone（Cabinet Office - Mr. Kabue）にある。 
 
Aug 6  Mr. George Samiaamba (Sinazongwe District Agricultural Coordinator)からの情報 
―Sinazongwe の降水量は 2003/4 年は 950mm、2004/5 年は 251mm であった。2004 年の降雨予想
は平年以上ということだった。 
―８０－９０％の農作物が収穫できなかった。Sourghum, millet, maize, cowpea のうち特に
Sourghum, millet, maizeの被害が大きかった。Malima (SEA)では現金作物の cottonが被害に会った。 
―過去の例では、９２年はそれほどひどくなかったが、94/95 年は大旱魃で農作物の 100%が被害
を受けた。 
―Disaster Management & Mitigation Unit/Office of the President が旱魃の被害を受けた５－６万世帯
へ年４－５月ころまで１００トンの食糧配給をする。この地域のメイズとソルガムの栽培面積比
は約２：１である。今年の作付け期（１２月）に農家は種子がないので、支援プログラムとして
メイズ種子と肥料を配給する。 
―貧窮時の食糧として地元で使われているのは Masao (fruit tree), bushika (tamarindo tree), zunkura 
(山芋), inji, 雨季には蟻、masenda (白い幼虫)、dried kapenta（小魚） 
―この地域の農民はほとんど自家消費用の農作物を生産するのみであり、売るための農産物は生
産していない。 
―District Agricultural Coordination Office の仕事は 1. Crop Forcast,と 2. Post Harvest Survey の実施。 
 
Aug 9  Petauke District Agricultural Coordination Office での情報聴取 
Mr. Friday Sikombe (Head, Agriculture), Mr. Muale (PHS の担当者)に会い情報収集。 
―Petauke District の SEA は 1.Niyanji(Kapoche block), 2.Nyamphande, 3.Minga, 4.Ukwimi. 
―今年の作物被害は８５％。土壌保全農業を実施した農地の農作物のみが収穫できた。
Conservation farming の内容は、ditches （畝）and basins (pit 農法？) 
―Chipata の Provincial Agricultural Coordinator にまず会う様に勧められたが、時間不足のため断念
する。 
 
Aug 10  Minga Mission 
Petauke District の SEA の一つである Minga を訪ね、Minga Mission の小学校と高校で情報収集。 
―１９２３年に Missionary of Africa が教会、病院、学校を建設する。現在は病院のみが Kilimanjaro 
Sisters (Tanzania)により運営されている。 
―８月は夏休み。旱魃の影響で食事を満足にしてこない生徒が多い。（小学校） 
―３０－４０％の学生が授業料（１学期 11,000ZK）を支払えないでいる（高校） 
―地元の住民は今年は農作物が取れなかったので近くの森に roots crop, yam, wild cassavaを取りに
入っている。１１月にはグリーン・マンゴーを収穫し、食糧にする予定。 
―１１月にメイズ、groundnuts, cotton（月末）の播種をし、１２月の最初の雨を待つ。収穫は４月
（メイズ）、５月（groundnuts）、６月末（cotton） 
―土壌は貧弱で肥料を購入する資金がないため、養分不足 
―１０村あるが、bore well は全くない。今年は飲料水の確保にも窮している。 
―ルサカへの帰路、Nyimba でメイズの買い付け業者に会う。農家からの買い付け価格は
620ZK/kg(maize grain)。Milmeal (Shima 用に粉にしたもの)の価格はマーケットで 1500ZK/kg. 
 
Aug 11  Survey Department 訪問（吉村）9:10～10:15 
Mulungushi House, Agency of Land 2 階 
面会者： 
Danny Mubanga (Survey-general) 
Bwalya N. Chuba (Head of Photogrammetry) 
Mooka(Chief of Cartographer) 
 
・ザンビアの地形図に関する情報 
1) ザンビアの測地系は、UTM が採用されており、34 ゾーンから 36 ゾーンの 3 つのゾーンに属
す。 
2) 国土基本図は、5 万分の 1 で全土を 826 枚でカバーする。 
3) 紙地図のデジタル化については、Northern Province と Western Province、並びに 5 つの District
で作業が完了している。全体の 40％に相当する領域。 
4) デジタル地図(ベクトル地図)については、ルサカ市内に限って整備されている。それ以外では、
ダム建設などの特別な場合に限って作成されることがある。 
5) 地図作成のための航空写真撮影については、1990 年にヨーロッパから航空機をチャーターし
全土的に実施され、それ以降 1991 年からは Up to Date。 
6) ディジタルデータについては、Survey Dept.にサーバーを設置し、Internet で結び、地方とのデ
ータ流通を図る計画がある。Ndola と Living Stone でのみ設置が完了している。 
 
・ 今後の関係について 
1) 航空写真および地形図については、今回面会した 3 名が責任者にあたる。したがって、こち
らの方針が決まり次第、担当者に連絡を取り、今後の対応について検討してもらうことをお
願いした。 
 
・ その他 
1) 同国のリモートセンシングについては、National Remote Sensing Center が分担しており、こち
らの情報については、今後要対応。 
2) Choma で話しを聞いた Livingstone にある Provincial Center for GIS のデータは、ルサカにある同
局と LAN で接続されデータ提供がなされている。 
 
Aug 11 Central Statistical Office (梅津) 
Mr. Masiliso Sooka (Head, Agriculture)と Mr. Colby S. Nyasulu (Post Harvest Survey)に会い情報収集。
PHS の SEA リストを提供していただき、その地図も e-mail で送ってもらう様交渉する。今回入手
したのは、以下の 4 provinces 5 districts)。地図はすでに入手済み。 
1. Southern Porvince (Choma, Sinazongwe districts) 
2. Eastern Province (Petauke district) 
3. Lusaka Province (Luangwa district: vulnerability assessment で highly vulnerable と評価されている
Zimbabwe, Mozambique 国境) 
4. Central Province (Kabwe district: 島田先生の調査地の近く) 
 
―ＳＥＡはある一定期間(2000, 2002, 2003, 2004)は同じ場所で行われたが、調査家計は年ごとに異
なっている。（そのため FSRP の supplementary survey では 2000 年の調査と同じ家計に戻りインタ
ビューを行っている） 
 
 
３．入手資料 Reports and documents collected in August 2005 Zambia Field Trip (1-13 August, 2005) 
 
[Central Statistical Office] 
Published reports 
Living Conditions Monitoring Survey Report 2002-2003, Central Statistical Office, November 2004. 
Zambia HIV/AIDS Epidemiological Projections 1985-2010, Central Statistical Office, January 2005. 
Zambia 2000 Census of Population and Housing: Census Atlas, Central Statistical Office, November  
2003. 
Zambia 2000 Census of Population and Housing: Analytical Report, Central Statistical Office, 2004. 
 (Volume One Central Province; Volume Three Eastern Province; Volume Five Lusaka  
Province; Volume Eight Southern Province) 
Zambia 2000 Census of Population and Housing: Agriculture Analytical Report, Central Statistical  
Office, November 2003. 
Selected Social Economic Indicators 2000-2003, Central Statistical Office, November 2004. 
 
2000 Census Reports Chapter 1-9 [pdf files] 
 2000 Census of Population and Housing: Census Atlas [pdf file] 
 2000 Census of Population and Housing: Summary Report2 [pdf file] 
 2000 Census of Population and Housing: Agriculture Analytical Report [pdf file] 
 2000 Census of Population and Housing: Housing and Household Characteristics-Analytical  
 Report [pdf file] 
 2000 Census of Population and Housing: Migration and Urbnization 2000 Census Report  
[pdf file] 
Living Conditions Monitoring Survey (LCMS2) 1998 questionnaire [pdf file] 
Living Conditions Monitoring Survey II (LCMS) 1998 Supervisors’ Instruction Manual [pdf file] 
Zambia Demographic and Health Survey 2001-2002, Central Statistical Office, February 2003 
 [pdf file] 
The Food Security, Health and Nutrition Information System (FHANIS) August 2003, Central  
Statistical Office, November 2003. [pdf file] 
Living Conditions Monitoring Survey – I 1996, Central Statistical Office, 1997?. [pdf file] 
Rural Income and Livelihoods Survey 2004 - Second supplemental Survey to the 1999/2000 Post  
Harvest Survey (for small and medium scale holdings), Central Statistical Office. pp.1-33. 
[questionnaire, pdf file] 
Zambia Sexual Behaviour Survey 2003, Central Statistical Office, Ministry of Health, Measure  
Evaluation, March 2004 [pdf file] 
 
Unpublished materials 
List of SEA (Standard Enumeration Area): Central, Eastern, Lusaka, Southern Provinces 
Map of PHS (Post Harvest Survey) study areas: Central, Eastern, Lusaka, Southern Provinces  
[digital map] 
Publication List (Sales & Dissemination Office) 
 
 
[Meteorology Department] 
Republic of Zambia Agroecological Zones [Word file] 
Summary on the Rainfall Performance of the 2004/2005 Growing Season, Weather Monitor, The  
Director of Meteorology, Ministry of Communication and Transport, Lusaka. [Word file] 
Rainfall data:  Type: Recorded Annual rainfall (mm) [digital] 
Location:  Lusaka, Choma, L/stone, Kafue Polder, Mt. Makulu, Magoye, Petauke 
& Chipata. stations 
Period: 1994 -2004 
Met station の位置データ:（帰国後 e-mail で入手） 
 
[Ministry of Lands/Survey Department] 
Vegetation Map of Solwezi District Scale: 1: 500,000 
Mtwara Development Corridor Map Scale: 1: 1,200,000 
SE-35-4 KARIBA  Scale: 1: 250,000 (published 1974) 
SD-36-9 PETAUKE  Scale: 1: 250,000 (published 1973) 
 
[Food Security Research Project (USAID/MSU)] 
various papers are downloadable at http://www.aec.msu.edu/agecon/fs2/zambia/index.htm 
 
[FAO] 
2005 Vulnerability and Needs Assessment, The Zambia Vulnerability Assessment Committee (ZVAC),  
June 2005. pp.1-64. 
Summary Report of May 2005 Needs Assessment, presented at Disaster Management Consultation  
Forum, The Zambia Vulnerability Assessment Committee (ZVAC), 8th June, 2005. pp. 1-9. 
Zambia Smallholder Agricultural Production and Marketing Support Project-Preparation Report  
Volume 1: Main Report and Annexes 1 and 2. FAO/ADB. May 2004. 
Zambia Smallholder Agricultural Production and Marketing Support Project-Preparation Report  
Volume 2: Main Report and Annexes 3 and 7. FAO/ADB. May 2004. 
Zambia Southern Province Food Security Project, FAO, September 1993, pp.1-110. 
Food Needs Assessment, National Early Warming Systems (NEWS): Early Warning Unit, August  
1998. 
 
）成
出
平成１７年度１－３ＦＳ（梅津ＦＳ）研究活動一覧
FY 2005 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
FS研究会 13:00-17:00 9:30-12:30 13:00-17:15  11:00-17:30 13:00-17:30 13:00-17:00
及びミーティング 4月28日  6月10日 7月21日   10月21日 11月25日 12月9日   
（レジリアンス研究会 （第７回） （第８回） （第９回）  （第10回） （第11回）
 
フィールド調査 ザンビア・フィールド調査
ＦＳ報告書 ＦＳ報告書完 ２月末製本
 
ＰＲ申請書 PR申請書提 　
ＦＳ関連行事 ＦＳヒアリング (ＦＳヒアリング) FS勉強会 研究発表会 PR 予算提出 評価委員会
4月4日 9月21日 11月4日 12月14日 ヒアリング
地球研 地球研 コープイン京都 3月2-3日
地球研
地球研行事 プレシンポ FS勉強会 上賀茂へ移転
11月18-20日 12月3日 2月11-15日
ぱるるプラザ 地球研
フィールド調査日程
Zambia Bonn: IHDP Zambia
梅津 　 8/1-8/13 　 10/9-10/13 11/1-11/17 (India)
Zambia
櫻井  11/1-11/17
Zambia
佐伯  8/1-8/13
Zambia
島田   11/11-12/13  
Zambia
真常  10/26-11/12  
Zambia
田中  10/30-11/25
Zambia
宮崎 10/26-11/17
Zambia
吉村 8/1-8/13
India
久米 1/16-22
